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Subtraction of structure dependent Kl2g

• Ke2g = IB + SD : SD is a BG to be subtracted
• How to subtract SD

1. IB and SD :  good separation in D1
2. SD form factor determination in D1
3. calculation of D0-SD using this FF
4. determination of D0-IB
dRK/RK = 0.00036   

SD

IB D1

Relevant mainly to Ke2g

2017/1/12 J-PARC 23th PAC meeting   S. Shimizu 2

• Ke2γ =	IB	+	SD	:	SD	is	a	BG	to	be	subtracted
• How	to	subtract	SD

1. IB	and	SD	:		good	separation	in	D1
2. SD	form	factor	determination	in	D1
3. calculation	of	D0-SD	using	this	FF
4. determination	of	D0-IB

δRK/RK =	0.036%

IB

SD

G3	MC	Sim.
D1

Subtraction	of	structure	dependent	Kl2γ
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図 2.15 CsIカロリメーターの概略図 

 

7. マルチワイヤプロポーショナルチェンバー（MWPC） 

 

 前述の SFTとともに通過粒子の通過点を検出し、磁場に対する曲がり具合から粒子の

運動量を算出する。本実験で使用する MWPCはカソード読み出し式の MWPCであり、直径

が 20μmの金メッキタングステン線を 2mm間隔に 100本張ったアノード面、カプトン基

膜上 Cu ストライプをチェンバーの長辺方向に 9mm×720mm で 20 本と短辺方向に

9mm×200mm で 72本にそれぞれ 1mm間隔で張ったカソード面によって構成されている。

荷電粒子が通過した際、MWPC内部に密閉された気体が電離し、その時生ずる電子がアノ

ードワイヤー方へ移動していく。その後ワイヤー周辺に発生している電場によって加速

された電子は電子雪崩を引き起こす。このアノードでの電子雪崩の影響で誘起された電

荷をカソード面で読むことで、荷電粒子がどのワイヤーの付近を通過したのかをアノー

ドワイヤーの間隔よりも精密な位置分解能で判別することが可能である。E36 実験では

MWPC内部を満たす気体としてアルゴンとエタンを使用した。E36実験では E246での MWPC

を踏襲し、超伝導トロイダル磁石の磁極間の入り口前に 1か所（C2）、磁極間出口側に 2

か所（C3、C4）の 3 か所、全 12Gap で計 36 か所設置した。そしてより精度の良い測定

を行うために 4か所目の位置検出器である SFTを追加したほか、C3と C4間の固定間隔

を E246の時よりも 41.5mm増やし、そのために必要な Al製の金具を新たに制作した。 

 

図 2.13 AC 

 

6. CsI(TI)カロリメーター 

 

 セントラルディテクター内に納められた計 768 個に及ぶヨウ化セシウム(CsI(Tl))結

晶を使用した光子検出器。CsI 結晶に光子や電子が入射した際に電磁シャワーという現

象を起こすのを利用し、その光量を電気信号に変換して読み出すことにより光子や電子

のエネルギー値を測定する。本実験で使用するカロリメーターには超伝導トロイダル磁

石の各 Gapに相当する方向に窓が開けられており。全体の立体角の 75%を押さえている。

KIB e2γや KIBμ 2γといった崩壊モードより放出されるγ線を検出する役割を担って

いる。 

 

図 2.14  CsI(TI)カロリメーター 
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!L; !" → 7"%L :	Kinetic	energy	153	MeV	peak	for	stopped	muon
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[1]	F.	Ambrosino et	al.,	EPJ	C64	627.
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